
平 成 ２ ５ 年 ８ 月 ９ 日

消費生活用製品の重大製品事故に係る公表について

消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づき報告のあった重大製品事

故について、以下のとおり公表します。

１．ガス機器・石油機器に関する事故 １件

（うち石油ふろがま１件）

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因が疑われる事故 ６件

（うちエアコン（室外機）１件、電気冷蔵庫２件、扇風機１件、

換気扇（床下用）１件、電気こんろ１件）

３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因か否かが特定できていない事故 ５件

（うち電気衣類乾燥機１件、エアコン（室外機）２件、電気冷蔵庫１件、

エアゾール缶（殺虫剤）１件）

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故調査判定合同会議（※）

において、審議を予定している案件

該当案件無し

１．～４．の詳細は別紙のとおりです。

※正式名称は「消費者安全調査委員会製品事故情報専門調査会及び消費経済審議会

製品安全部会製品事故判定第三者委員会合同会議」という。

５．留意事項

これらは消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づく報告内容の概要で

あり、現時点において、調査等により事実関係が確認されたものではなく、事故原

因等に関し、消費者庁として評価を行ったものではありません。

本公表内容については、速報段階のものであり、今後の追加情報、事故調査の進

展等により、変更又は削除される可能性があります。



６．特記事項

(1)ＬＧ電子ジャパン株式会社（現 LG Electronics Japan株式会社）が輸入した電気

冷蔵庫について（管理番号A201300320）

①事故事象について

異音がしたため確認すると、ＬＧ電子ジャパン株式会社（現 LG Electronics

） 。Japan株式会社 が輸入した電気冷蔵庫及び周辺を汚損する火災が発生していました

当該事故の原因は、現在、調査中ですが、コンデンサの製造不良により、コンデン

サ内部の酸化が進行し、規定以上の電気抵抗が生じて発熱・出火に至ったものと考え

られます。

②再発防止策について

、 （ ） 、 、同社は 当該製品を含む対象機種 下記③ について 事故の再発防止を図るため

２００８年（平成２０年）１２月１６日にプレスリリース及びホームページへの情報

掲載、翌１２月１７日に新聞社告を掲載するとともに、２０１２年９月からはダイレ

クトメールの送付を行い、対象製品について無償での部品交換（対策済コンデンサに

交換）を実施しています。

なお、同社では、今後、ダイレクトメールの再送付等による再周知を実施する予定

です。

③対象製品等：機種・型式、製造期間、改修対象台数

機種・型式 製造期間 改修対象台数

ＬＲ－Ａ１７ＰＳ 2003年9月25日～2005年3月27日 ３６，１２８台

ＬＲ－Ｂ１７ＮＷ 2004年1月30日～2005年4月1日 １２，４０９台

合 計 ４８，５３７台

２００８年１２月１６日からリコールを実施

改修率 ２７．４％（２０１３年６月３０日現在）

対象製品の外観（写真はＬＲ－Ｂ１７ＮＷ）



対象製品の確認方法：型式名は、該当製品本体の下図３箇所に表示しています。

④消費者への注意喚起

対象製品をお持ちで、まだ事業者の行う無償部品交換を受けていない方は、速やか

に下記問合せ先まで御連絡ください。

（LG Electronics Japan株式会社の問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－００４０２７

受 付 時 間：９時～１８時（土・日・祝日を除く ）。

http://www.lg.com/jp/support/support-notice/JPNTC120806004002ホームページ：

(2)日立熱器具株式会社（現 日立アプライアンス株式会社）が製造した電気こんろに

ついて（管理番号A201300325）

※組み込み先のキッチンメーカーは不明

①事故事象について

、 （ ）異音に気付き確認すると 日立熱器具株式会社 現 日立アプライアンス株式会社

が製造した電気こんろの上に置かれていた電気製品を焼損する火災が発生していまし

た。

当該事故の原因は、現在、調査中ですが、身体等が当該製品のつまみに触れてスイ

ッチが入り、当該製品の上に置かれていた可燃物が加熱され焼損したものと考えられ

ます。

②再発防止策について

小型キッチン等に組み込まれた電気こんろ（つまみが飛び出しているもの）につい

ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故

が多発していることから、各事業者において、つまみ（スイッチ部）の無償改修を行

っています。

 

 

 

 

 

【②冷蔵室の扉内側】 

【③本体右側面】 

【①正面右側】 

 



また 電気こんろメーカー及びキッチンユニットメーカー１３社は ２００７年 平、 、 （

成１９年）６月２０日に「小形キッチンユニット用電気こんろ協議会」を設立し、再

発防止のため、１００％改修を目指した「一口電気こんろ」の抜本的対策を、２００７

年（平成１９年）７月３日及び同年７月３１日に公表し、同年７月４日に新聞社告を

掲載し、改修を進めています。さらに、同様のスイッチ構造を持つ、当該製品を含む

「上面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気こんろ」については、２００７年８月

１日にこれらを改修対象に加え、新聞社告の掲載、新聞折り込みチラシの配布を全国

で展開するとともに、各地の消防局に協力要請を行う等無償改修を進めています。

なお、製造事業者等が改修のためにダイレクトメールを届けたり直接訪問を行った

ものの、留守であったり、返信がなかったために改修が出来なかったものから火災事

故が発生したケースもあります。

対象製品の外観（写真は日立熱器具株式会社 ＨＴ－１２５０）

※一口電気こんろ

改修対象台数 ５３０，４０１台（全社合計）

改修率 ９６．０％（２０１３年７月３１日現在）

（今般事故の型式ＨＴ－１２５０を含む ）。

※上面操作一口電気こんろ

改修対象台数 ６０，９６９台（全社合計）

改修率 ７３．４％（２０１３年７月３１日現在）

※複数口電気こんろ

改修対象台数 １４７，７００台（全社合計）

改修率 ６９．５％（２０１３年７月３１日現在）

③消費者への注意喚起

当該製品を含む電気こんろのつまみカバーのない製品について、火災事故が多発し

ています。当該電気こんろはつまみ部分にカバーがなく露出しており、身体や荷物が

触れてしまうと気がつかないうちに火災につながる恐れがあります。

消費者の皆様においては、電気こんろの上や周辺に可燃物を置くことを避けていた

だくとともに、電気こんろのつまみにカバーのない製品をお使いで、まだ製造事業者

等の行う改修を受けていない方は、速やかに下記問合せ先まで御連絡ください。

消費者の皆様及び当該製品を設置するアパート等を所有又は管理されている皆様に

おいては、製造事業者等が行う訪問改修に御協力いただくようお願いします。



（日立アプライアンス株式会社の問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－２５６－５５７

受 付 時 間：９時～１７時（土・日・祝日を除く ）。

ホームページ：http://kadenfan.hitachi.co.jp/ch_info/

（小形キッチンユニット用電気こんろ協議会の問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－３５５－９１５

受 付 時 間：９時～１７時（土・日・祝日を除く ）。

ホームページ：http://www.denki-konro.jp/



http://www.sunwave.co.jp/

http://cleanup.jp/ http://www.sankyotateyama-al.co.jp/ http://www.takara-standard.co.jp/

http://www.toshiba.co.jp/tha/ http://www.housetec.co.jp/ http://panasonic.co.jp/

http://panasonic-denko.co.jp/ http://www.hitachi-ap.co.jp/ http://www.fjic.co.jp/

http://www.mitsubishielectric.co.jp/

http://www.denki-konro.jp/

http://www.fdma.go.jp/html/data/tuchi1908/pdf/190824yo307.pdf

http://www.tfd.metro.tokyo.jp/lfe/topics/200910/kitchen.html

http://www.meti.go.jp/product_safety/recall/file/chuui_kanki/denkikonro.htm



（本発表資料の問合せ先） 消費者庁消費者安全課

（製品事故情報担当） 担 当：大木、長井、川舩
か わ ふ ね

電 話：03-3507-9204（直通）

ＦＡＸ：03-3507-9290

（ （ ）ＬＧ電子ジャパン株式会社 現 LG Electronics Japan株式会社

が輸入した電気冷蔵庫についての発表資料に関する問合せ先）

（日立熱器具株式会社（現 日立アプライアンス株式会社）が製造し

た電気こんろについての発表資料に関する問合せ先）

経済産業省商務流通保安グループ製品安全課製品事故対策室

担当：水野、角田、中谷 電 話：03-3501-1707（直通）

ＦＡＸ：03-3501-2805



■消費生活用製品の重大製品事故一覧 別　　　紙

１．ガス機器・石油機器に関する事故（製品起因か否かが特定できていない事故を含む）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201300317 平成25年7月26日 平成25年8月6日 石油ふろがま JPM 株式会社長府製作所 火災
当該製品を焼損する火災が発生した。当該製
品の使用状況を含め、現在、原因を調査中。

香川県
製造から30年
以上経過した
製品

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201300314 平成25年7月25日 平成25年8月5日 エアコン（室外機） AO-409N2E6
株式会社富士通ゼネ
ラル
（輸入事業者）

火災

当該製品を使用中、外の異常に気付き確認
すると、当該製品から出火する火災が発生し
ており、当該製品を焼損、周辺を汚損した。現
在、原因を調査中。

広島県

8月8日に消費
者安全法の重
大事故等とし
て公表済

A201300315 平成25年7月22日 平成25年8月5日 電気冷蔵庫 DRF-B345L
大宇電子ジャパン株
式会社
（輸入事業者）

火災
異臭と異音に気付き確認すると、当該製品か
ら出火する火災が発生しており、当該製品及
び周辺を焼損した。現在、原因を調査中。

長野県

8月1日に消費
者安全法の重
大事故等とし
て公表済

A201300320 平成25年7月30日 平成25年8月7日 電気冷蔵庫 LR-B17NW

ＬＧ電子ジャパン株式
会社(現 LG
Electronics Japan株
式会社)
（輸入事業者）

火災

異音がしたため確認すると、当該製品及び周
辺を焼損する火災が発生していた。
事故原因は、現在、調査中であるが、コンデ
ンサの製造不良により、コンデンサ内部の酸
化が進行し、規定以上の電気抵抗が生じて発
熱・出火に至ったものと考えられる。

静岡県

平成20年12月
16日からリコー
ルを実施（特記
事項を参照）
改修率　27.4％

A201300322 平成25年7月29日 平成25年8月7日 扇風機 TK-F5701A
燦坤日本電器株式会
社
（輸入事業者）

火災
軽傷1名

当該製品を使用中、火災報知機が鳴動したた
め確認すると、当該製品から出火する火災が
発生しており、当該製品を焼損、周辺を汚損
し、１名が火傷を負った。現在、原因を調査
中。

滋賀県

8月8日に消費
者安全法の重
大事故等とし
て公表済

A201300323 平成25年7月16日 平成25年8月7日 換気扇（床下用） SPF-326
株式会社日本衛生セ
ンター
（輸入事業者）

火災
発煙に気付き確認すると、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生していた。現在、原因
を調査中。

熊本県

8月8日に消費
者安全法の重
大事故等とし
て公表済



２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故（続き）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201300325 平成25年7月23日 平成25年8月7日 電気こんろ

HT-1250（組み
込み先のキッチ
ンメーカーは不
明）

日立熱器具株式会社
（現　日立アプライア
ンス株式会社）

火災

異音に気付き確認すると、当該製品の上に置
かれていた電気製品を焼損する火災が発生
していた。
事故原因は、現在、調査中であるが、身体等
が当該製品のつまみに触れてスイッチが入
り、当該製品の上に置かれていた可燃物が加
熱され焼損したものと考えられる。

大阪府

平成19年7月3
日から事業者
が共同してリ
コールを実施
（特記事項を参
照）
改修率　96.0％
（一口電気こん
ろ合計）
8月1日に消費
者安全法の重
大事故等とし
て公表済



３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因か否かが特定できていない事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201300316 平成25年6月15日 平成25年8月5日 電気衣類乾燥機 火災
倉庫を全焼する火災が発生し、現場に当該製品があった。当該
製品から出火したのか、他の要因かも含め、現在、原因を調査
中。

福岡県

事業者が事故を認
識したのは、7月24
日
7月25日に消費者安
全法の重大事故等と
して公表済

A201300318 平成25年7月26日 平成25年8月6日 エアコン（室外機） 火災
当該製品を使用中、異音がしたため確認すると、当該製品及び
周辺を焼損する火災が発生していた。当該製品から出火したの
か、他の要因かも含め、現在、原因を調査中。

和歌山県
8月8日に消費者安
全法の重大事故等と
して公表済

A201300319 平成25年7月31日 平成25年8月7日 電気冷蔵庫 火災
異音に気付き確認すると、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生していた。当該製品から出火したのか、他の要因かも含め、
現在、原因を調査中。

愛知県

A201300321 平成25年7月31日 平成25年8月7日 エアコン（室外機） 火災
当該製品を焼損し、周辺を汚損する火災が発生した。当該製品
から出火したのか、他の要因かも含め、現在、原因を調査中。

福岡県

製造から15年以上経
過した製品
8月8日に消費者安
全法の重大事故等と
して公表済

A201300324 平成25年7月16日 平成25年8月7日
エアゾール缶（殺虫
剤）

火災
重傷1名

浴室で害虫を駆除するため当該製品を噴射し、他の殺虫器具を
使用したところ、爆発する火災が発生し、1名が火傷を負った。事
故発生時の状況を含め、現在、原因を調査中。

三重県

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故調査判定合同会議において審議を予定している案件

該当案件無し



エアコン（室外機）（管理番号：A201300314) 

 

 

 

 

 

扇風機（管理番号：A201300322） 

 

 

 

 

 



換気扇（床下用）（管理番号：A201300323） 
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